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衆
議
院
議
員
渡
辺
喜
美
君
提
出
古
賀
茂
明
氏
へ
の
退
職
勧
奨
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
五
の
（
二
）
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
本
省
の
課
長
・
企
画
官
相
当
職
以
上
（
地
方
支
分
部
局
に
お
け
る
本
省
の
課
長
・
企
画
官
相
当
職
以
上
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
者
で
、
平
成
二
十
二
年
七
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
四
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
退

職
勧
奨
（
人
事
の
刷
新
、
行
政
能
率
の
維
持
・
向
上
を
図
る
等
の
た
め
、
任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
に
よ
っ
て

し
ょ
う
よ
う

職
員
本
人
の
自
発
的
な
退
職
意
思
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
事
実
上
の
慫
慂
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
慫
慂
を
受
け
て
退

職
す
る
場
合
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
て
退
職
し
た
も
の
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
以

降
に
退
職
勧
奨
を
受
け
た
者
も
含
め
て
三
十
九
人
で
あ
り
、
退
職
勧
奨
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
は
存
在
し
な
い
。

な
お
、
経
済
産
業
省
本
省
の
課
長
・
企
画
官
相
当
職
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
三

年
七
月
四
日
ま
で
の
間
に
退
職
勧
奨
を
受
け
、
同
日
ま
で
に
退
職
し
て
い
な
い
も
の
及
び
経
済
産
業
省
本
省
の
課
長
・
企
画

官
相
当
職
未
満
（
地
方
支
分
部
局
に
お
け
る
本
省
の
課
長
・
企
画
官
相
当
職
未
満
を
含
む
。
）
の
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十

二
年
七
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
四
日
ま
で
の
間
に
退
職
勧
奨
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
プ
ラ
イ

一



バ
シ
ー
に
係
る
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
事
項
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
退
職
勧
奨
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
後
進
に
道
を
譲
る
こ
と
に
よ
り
人
心
を
一
新
し
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

個
別
の
人
事
に
関
す
る
検
討
の
過
程
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
経
済
産
業
省
に

お
け
る
人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
等
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
と
も
適
切
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

お
尋
ね
の
「
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

御
指
摘
の
職
員
が
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
在
籍
し
て
い
た
時
期
に
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
の
「
発
電
用

原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
（
昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



四
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
判
断
に
基
づ
い
て
退
職
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

五
の
（
一
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

退
職
勧
奨
は
、
職
員
本
人
の
自
発
的
な
退
職
意
思
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
事
実
上
の
慫
慂
行
為
で
あ
り
、
退
職
を
強
要
す

る
も
の
で
は
な
い
。

六
に
つ
い
て

「
退
職
管
理
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
今
後
、
政
府
は
、
任
命
権
者
が

あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
条
件
に
合
致
し
、
職
員
が
自
発
的
に
応
募
し
た
場
合
に
退
職
手
当
が
優
遇
さ
れ
る
希
望
退
職
制
度
を

検
討
し
、
そ
の
導
入
を
図
る
も
の
と
す
る
。
当
該
希
望
退
職
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
的
な
措
置
と
し
て
、
各
大
臣

等
の
任
命
権
の
下
、
組
織
活
力
の
維
持
等
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
り
、
職
員
に
退
職
勧
奨
を
行
う
場
合
に
は
、
再
就
職
あ
っ

せ
ん
を
行
わ
な
い
な
ど
各
種
の
再
就
職
に
関
す
る
規
制
等
を
厳
守
し
、
国
民
の
疑
念
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
に
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
職
員
が
定
年
ま
で
勤
務
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
現
状

に
お
い
て
、
組
織
活
力
の
維
持
等
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
退
職
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上

三



で
、
政
府
と
し
て
は
、
退
職
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
当
該
希
望
退
職
制
度
を
導
入
し
、
ま
た
、
職
員
が
定
年
ま
で
勤
務
で
き
る

環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
基
本
的
に
は
無
く
し
て
い
く
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
の
（
一
）
に
つ
い
て

海
江
田
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
四
日
に
着
任
し
て
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
四
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
御
指
摘
の
職
員
と
の
面
談
は
行
っ
て
い
な
い
。

七
の
（
二
）
か
ら
（
九
）
ま
で
に
つ
い
て

個
別
の
人
事
に
関
す
る
検
討
の
過
程
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 四


